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１．八王子の「自立と再生」を目指して 

２．２１春闘の敗北を受け止め、 

怒りと悔しさをバネに出発しよう！ 

３．２１春闘を主体化し、夏季手当等の要求実現に向かう！ 

４．将来を展望し、施策議論を深め 

（並びに労使協議を深め）、経営姿勢に立ち向かおう 

５．「政治（選挙）に無関心であっても、 

私たちに（命と生活に）無関係ではない」 

１．2021 春闘総括について 

 ・JR 総連統一方針に向けた役員の姿勢が問われました！（上部方針の垂れ流し） 

  ⇒今後は組合員と共に要求根拠を議論し、組合員の声から要求を創造します。 

２．2021 夏季手当の実践で学んだことについて 

 ・座談会を通じた組合員の声から再要求へと繋げました！ 

  ⇒再要求は諦め感を打開する一歩であり、組合員の生活を守るため、会社回答では満足

出来ないことを広く示しました。ここから社内世論を組合員と共に創り出します。 

３．会社の経営姿勢について 

 ・会社は『安全のためには設備投資はいとわない』と言っている中、事故が止まらない。 

事故対策に真摯に向き合わない会社を断固として許しません！ 

  ⇒最前線で働く私たちから再度、命を守るために原因究明委員会を開催し、 

あらゆる問題点に対策を打ち、安全な職場を共に創り出します。 

４．選挙（政治）について 

 ・私たちの生活に繋がる政治に無関心であっても、無関係ではいられません。 

⇒選挙とは、政治の場へ私たちの声を伝える人を選ぶ場です。 

組合員皆さんの力を結集して推薦者を押し上げていきます。 


